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１．準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タグは、行の先頭に「～：」という形で入力します。 

コマンドは、「（～）」と、カッコ付きで入力します。 

 

一覧を参照しながら、タグやコマンドを加えていきましょう。 

 

 

アニメ番組を作ってみよう（２） 

「T2Vプレイヤー」というソフトを使って、アニメーションの番組風動画を作ってみま

しょう。基本的な動作であれば、プログラム言語を使わずに、ふつうの文章で作ること

ができます。 

今回は、コマンドをつけて、カメラワーク・人物の動作や表情に動きをつけます。 

①T2V プレイヤーを起動し、エディタ

に「サンプル台本 txt」の内容を貼り付

けます。 

②「台本の書き方」ボタンを

クリック。 

③コマンドやタグの一覧が開きます。 

ウィンドウ内を右クリック→「印刷」

で、一覧をプリントしましょう。 
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２．タイトルとあいさつ 

最初に、タイトルを入れます。 

あいさつは、あいさつ内容や動作をイメージして決めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．カメラワーク 

カメラの映りかたが変わると、映像に動きが出て、退屈でなくなります。話している人を

アップにするなど、カメラワークを考えてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「タイトル：」「サブタイトル：」

タグを入れます。 

「おじぎ」コマンドは、前回入れたもの

です。「、同時」で次の行も同時実行。 

「字幕オフ」にし、あいさつ前に表情を

「喜」にします。 

表情を「平静」に戻し、話の内容を説明

して「0.5秒待つ」をします。 

「字幕オフ」していたので、「字幕オン」

に戻します。 

「Aのアップショット」「Bのアップショッ

ト」「ツーショット」など、カメラを切り替

えます。 

完成したら、エディタ内を右クリック 

→「カーソル行から再生」で確認します。 

完成したら、エディタ内を右クリック 

→「カーソル行から再生」で確認します。 
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４．エンディング 

最後も、ただ話し終わっておしまいではなく、ニュース番組っぽい演出を考えてみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．相づちや目線の動き 

全体を通して、再生してみましょう。どうですか、だいぶイメージが変わりますね。 

より自然な動きにするため、途中で、キャラクターに相づちをうたせたり、目線を少し動

かしたりしてみましょう。 

 

これまでの内容で修正したものが、「サンプル台本修正例.txt」にあります。 

 

 

 

 

 

「二人とも微笑んで手をふる。その後、カ

メラがスーッと引いて、二人が「おつかれ

さまでした」と互いに挨拶をする。」 

……というイメージのコマンドを、最後に

入れます。 

完成したら、エディタ内を右クリック 

→「カーソル行から再生」で確認します。 


